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※　運動公園練習会の集合場所は　　　　　　　　　　　　　　　　　　

旧陸上競技場前　：　ジョギングコースのスタート・ゴール地点　です。

※　集合時間は　※５月～１０月は午前８時、１１月～ 4 月は午前９時です。

3 月

　５日（日）　緑川ロングラン　距離：３４キロ）

　　　　　　　ばってんの湯　６時スタート　（担当　鈴木）

　８日（水）　夕暮練習会　１９時集合　　運動公園大駐車場　あずまや前

１１日（土）～１２日（日）　第４５回天草パールラインマラソン大会

　　　　　　　　　　　　　　※　前夜祭から参加します。（詳細は企画だより）

２２日（水）　幹事会　

２６日（日）　お花見マラソン予定　※　開花時期によっては日程変更します。

　　　　　　　※　同日はノルディック・ウオーキングも実施します。（詳細は企画だより）

4 月

　９日（日）　運動公園スローロングラン　　８時スタート　運動公園元売店前　集合

　　　　　　　※　同日はノルディック・ウオーキングも実施します。　８時３０分スタート

１２日（水）　夕暮練習会　１９時集合　　運動公園大駐車場　あずまや前

１９日（水）　幹事会

２３日（日）　第２９回熊本県シルバースポーツ交流大会　健康マラソン大会　

　　　　　　　※　５月から４月に変わりました。

　　　　　　　※　健康マラソンは土曜日から日曜日に変わりました。（詳細は企画だより）

5 月

　３日（水・祝）　金栗四三翁墓参ロングラン（要予約・詳細は次号企画便り）

　７日（日）　緑川ロングラン　（距離３４キロ）ばってんの湯 6 時スタート　担当：鈴木　

１０日（水）　夕暮練習会　１９時集合　運動公園大駐車場　あずまや前　担当：山本文治

１７日（水）　ノルディック・ウオーキング　　集合場所　運動公園元売店前広場

　　　　　　　集合時間　9 時３０分　

２４日（水）　幹事会

28 日（日）　 熊本県民スポーツ・レクレーション祭　健康マラソン大会　（詳細は次号）
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◎３月１１（土）～１２日（日）天草パールラインマラソン大会
　全国の健康マラソンの草分けである天草パールラインマラソン大会は、上天草市と熊本走ろう会
の主催による大会です。会員の皆様大勢の参加をお願いします。また大会を盛り上げるために、熊
本走ろう会では例年前日の前夜祭から参加しています。　参加者（宿泊、バス送迎）を募集してい
ます。
　　　☆　大会日程等
　　　　　３月１１日（土）　
　　　　　　　　送迎バス　　熊本駅新幹線口　出発　１３時００分　白川公園　１３時１０分
　　　　　　　　宿　　泊　　天草亀屋ホテル（０９６４－５９－０２１１）
　　　　　　　　参 加 費　　９，６００円（宿泊、送迎バス代）　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　乗車定員のため、先着３０名で締切ます。
　　　　　　　　前 夜 祭 　　大矢野総合体育館　１８時から　　全員参加します。
　　　　　　　　　　　　　　夕食は前夜祭参加の後　１９時３０分からです。
　　　　　３月１２日（日）
　　　　　　　　開 会 式　　８時４５分
　　　　　　　　スタート　　ハーフ：１０時　　１０キロ：１０時１５分
　　　　　　　　　　　　　　４．２キロ：１０時３０分
　　　　　　　　全員ゴールしたあと熊本へ
　　　　　　　　　※　バス、宿泊申し込み
　　　　　　　　　　　今村　洋一 090-8022-5338　　田代　治彦 090-8400-8524
　　　　　３月８日以降のキャンセルは参加費を徴収するのでご注意を。
　　　　　※　大会申込みは各自大会事務局に直接申込みをしてください。

◎３月２６日(日)お花見マラソン＆ウオーキング
　今年の開花時期はどうなるでしょうか？　開花時期によっては日程変更もありますのでご注意
を！
　ランの班は本妙寺や石神山公園等桜の名所を訪ねて走ります。ウオーキング、ノルディック班は
熊本城周辺を散策します。ラン、ウオークのあと　二の丸公園の桜の下で、豪華なお花見弁当を戴
きます。
　　　☆　集合場所　　　　熊本城二の丸公園　　　　　☆　集合時間　　　　９時
　　　☆　お花見の宴　　　二の丸公園にて　１１時から　　雨天の場合は城の湯で行います。
　　　☆　会　　費　　　　１，０００円（飲物は各自持参のこと）
　　　　※　参加者は事前に申込みが必要です。３月２３日以降のキャンセルは、会費を徴収しま
　　　　　　すのでご注意を。
　　　　担当：本田光行　０９０－４５１６－５９９５　荒毛義則　０９０－３１９７－３７５３

◎４月２３日(日)　熊本県シルバースポーツ交流大会　健康マラソン
　熊本県さわやか長寿財団および熊本県走ろう会連絡協議会主催の行事で、9 月に秋田県で開催さ
れる　ねんりんピックの派遣選手選考会を兼ねて開催されます。参加資格は 60 歳以上（昭和 3 ３
年 4 月 1 日以前に生まれた者）である県内在住の方です。競技は　３キロ、5 キロ、１０キロで、
70 歳未満、70 歳以上の部、男女別の 12 種目です。熊本県 6 名、熊本市 6 名　計 12 名の選手
派遣を予定しています。
　参加申し込みは　3 月　１日から　31 日まで。さわやか長寿財団に、参加費を添えて申し込み
をしてください。
　なお、熊本走ろう会では大会前日まで受付をしています。
　　　☆　競技受付　　9 時から　　スポーツ広場前ジョギングコース　スタート地点
　　　☆　開会式　　　9 時３０分　　☆　競技開始　　10 時
　　　☆　募集定員　　１００名　　　☆　参加費　　1,000 円（さわやか長寿財団に支払います）
　　熊本さわやか長寿財団　096-354-3083  　担当　生きがい推進課　大下伸子
　※　６０歳未満の会員の皆様　お手伝いを多数募集していますのでよろしくお願いします。
　※　例年 5 月開催でしたが、今回は　4 月開催、日曜日となったのでご注意ください。
　　担当：馬宮怜子　０９０－９４９３－７０３８　　今村洋一　０９０－８０２２－５３３８

企画だより（参加者募集）
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月　　　　日 行　　　　　　　　事 参加人数 月　　　　日 行　　　　　　　　事 参加人数

　１月　元旦（祝） 新年三社参り ２５人 ７月　　３日（日） 緑川ロングラン １５人

 ３日（日） 緑川ロングラン 　７人 　１３日(水） 夕暮練習会（雨天） 中止

１２日（月） 新年走り始め（運動公園） ４３人 　２４日(日） 運動公園スローロングラン ３０人

　女子駅伝練習会
８月　　４日（月） 走ろうの日記念ラン ２１人

 １３日（水） 夕暮練習会 １２人 　　１０日（水） 夕暮練習会 １４人

１７日（日） 熊本走ろう会総会　 ８７人 ２８日（日） 運動公園スローロングラン ２８人

３１日（日） 熊本城マラソン練習会 ５１人 ２１日（日） 瀬の本高原マラソン ６７人

２月　１０日（日） 夕暮練習会 ６人 ９月　１２日（日） 緑川ロングラン １３人

１１日（祝）
RKK女子駅伝　　Aー９位　Bー２０
位　Ｃ－２０４位　Ｄ－１９５位 ５９人 １４日（水） 夕暮練習会 １１人

選手、役員ー３２人
応援ー２７人  １８日（日）

復興支援・阿蘇Deスイーツ巡りラ
ン ２３人

２１日（日）
熊本城マラソン ８３人 　 　　ラン　１４人　ウオーク　９人 　

　　フル　７２人　4キロ　1１人  ２５日（日） 運動公園スローロングラン ４６人

２８日(日） 運動公園スローロングラン ２４人 １０月　　９日（日） 第１回NW　(ノルディック・ウオー ２２人

３月　　６日（日） 緑川ロングラン ５人 　 　　キング）体験講習会 　

９日（水） 夕暮練習会 １０人 ９日(日） 運動公園練習会 １６人

１３日（日） 天草パールラインマラソン ８２人 　　５Km１０Kmタイム計測他

２０日（日） 運動公園スローロングラン ２０人 １２日（水） 夕暮練習会 １１人

２７日（日） お花見マラソン＆ウオーク ５７人 １６日（日） 秋の県民スポレク祭健康マラソン ２７人

　４月　　３日（日） 運動公園練習会(タイム計測） ２４人 ３０日(日） 運動公園スローロングラン ３３人

１３日（水） 夕暮練習会 １３人 １１月　　２日（水） 第２回NW体験講習会 ２５人

１６日（水） カルデラ練習会＆スローロング 中止 　６日（日） 緑川ロングラン ８人

　　 以下の行事、熊本地震のため中止 　 　９日（水） 夕暮練習会 １０人

５月　　１日（祝） 金栗四三翁墓参マラソン 中止 １３日（日） 第３回NW体験講習会 ２９人

８日（日） 緑川ロングラン 中止 １６日（水） 第４回NW体験講習会 ２４人

１１日（水） 夕暮練習会 中止 ２３日（祝） 加地永世会長墓参マラソン １５人

２９日（日） 春の県民スポレク祭健康マラソン ２０人 １２月　　７日（水） 第５回NW体験講習会 ２０人

　６月　　８日（水）　夕暮練習会 １１人 １４日（水） 夕暮練習会 １０人

１２日（日）
シルバースポーツ交流健康マラ
ソン大会　（参加者　４５人） ７９人 １８日（日） 熊本城マラソン練習会① ５１人

(スタッフ　３４人） ２1日（水） 第６回NW体験講習会 ２１人

２６日（日） 江津湖スローロングラン 38人 ２３日（祝） 忘年ラン＆忘年マラソン ４９人

　 　 ラン　３１人　ウオーク他　１８人 　

　 　 　 　 　

　 　 　

平成２8年度　熊本走ろう会　行事報告
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平成２９年度総会報告
　　会則第１６条に基づき下記の方々が表彰されました。（五十音順、敬称略）

　◇『表彰状』：在籍４０年に達した方

　　　①岡　健介（Ｎｏ３１２）　②荒巻　満（Ｎｏ３３５）

　　　③西川　博（Ｎｏ３３９）　④江口　隆昭（Ｎｏ３０３）

　◇『感謝状』昨年 1 年間に５名以上会員を入会させた方

　　　甲斐達也副会長　11 名　　　　馬宮怜子幹事長　5 名

　◇『栄光を讃える』：生涯走行距離８万Ｋｍ達成

　　　釘島　京平（Ｎｏ１２００）

　平成２９年度総会の後、創立４５周年の式典、記念祝賀会が１００名を超える会員諸氏と、各来賓

を招いて厳かに、時に賑やかに開催されました。

　東京オリンピックが終わって一息ついた２０２２年、熊本走ろう会は５０周年を迎えます。過ぎ去っ

た４５年と迎える５０年。その５年間を私たちは何処にゴールを定め、どのように走るべきか？楽し

さがつきません。

　　　中園末夫さん、齊藤一義さん　　　　　　　　山都町の緒方恵美子さんの祝舞

　　　白寿お祝い申し上げます。　　　　　　　　　遠路ご出席いただき有難うございました。

　　　お二人は走ろう会の「宝」です。

　　　祝賀会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　抱腹絶倒の演芸大会

　　　（ホームページでお楽しみ下さい）
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皆
様
、
改
め
ま
し
て
新
年
あ
け
ま
し

て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
年
も

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

会
員
の
皆
様
に
は
、
早
朝
よ
り
ご
参

加
頂
き
有
難
う
御
座
い
ま
す
。

　

ご
来
賓
の
方
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に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
年
始
の
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私
共
お
忙
し
い
中
、
私

共
熊
本
走
ろ
う
会
創
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十
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年
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に
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て
頂
き
ま
し
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誠
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先
程
、
表
彰
を
お
受
け
に
な
り
ま
し

た
皆
様
、
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
た
だ
こ
の
表
彰
は
、
皆
様
の
日
頃

の
ご
活
躍
や
ご
苦
労
に
対
し
て
の
、
ご

褒
美
で
あ
り
ま
し
て
、
今
後
共
に
お
身

体
に
留
意
さ
れ
、
益
々
の
ご
活
躍
を
ご

祈
念
致
し
ま
す
。

　

さ

て
、

昨

年

の

熊

本

は

四

月

十
四
、
十
六
日
の
大
地
震
か
ら
、
六
月

の
集
中
豪
雨
、
十
月
の
阿
蘇
山
噴
火
と
、

自
然
災
害
連
続
で
大
変
な
年
で
あ
り
ま

し
た
。
皆
様
方
も
大
な
り
小
な
り
の
被

害
を
受
け
ら
れ
た
と
思
い
ま
す
が
、
ケ

ガ
等
が
な
け
れ
ば
良
し
と
し
て
、
お
互

い
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

　

た
だ
、
未
だ
に
不
自
由
で
不
安
な
生

活
を
さ
れ
て
い
る
方
々
が
数
多
く
お
ら

れ
ま
す
が
、
一
日
も
早
い
復
旧
、
復
興

が
な
さ
れ
、
平
常
の
生
活
が
出
来
る
よ

う
お
祈
り
い
た
し
ま
す
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私
共
の
「
熊
本
走
ろ
う
会
」
は
、
昭

和
四
十
七
年
一
月
に
発
足
し
、
ご
案
内

の
様
に
今
年
四
十
五
周
年
を
迎
え
る
事

が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
間
、
県
内
各
市
町
村
の
「
走
ろ

う
会
」
の
立
ち
上
げ
や
、
第
一
回
天
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パ
ー
ル
ラ
イ
ン
大
会
や
そ
の
後
開
催
さ

れ
ま
し
た
阿
蘇
瀬
の
本
高
原
マ
ラ
ソ
ン

大
会
。
私
共
の
友
好
団
体
で
あ
り
ま
す

熊
本
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
協
会
主
催
の

春
・
秋
の
県
民
ス
ポ
レ
ク
祭
の
開
催
に

関
わ
る
と
共
に
、
健
康
マ
ラ
ソ
ン
を
「
全

国
的
ブ
ー
ム
」
に
広
げ
た
（
火
）
付
け

役
で
も
あ
り
ま
す
。

　

更
に
は
、
日
本
だ
け
で
は
「
飽
き
足

ら
ず
」
平
成
四
年
の
創
立
二
十
周
年
の

年
に
は
、
第
二
十
回
ホ
ノ
ル
ル
マ
ラ
ソ

ン
大
会
に
百
五
十
名
で
参
加
し
、
以
後

五
年
毎
に
参
加
し
て
い
ま
す
。
ま
た
熊

本
市
の
「
友
好
都
市
」
中
国
の
桂
林
友

好
マ
ラ
ソ
ン
に
は
十
年
連
続
十
回
、
ド

イ
ツ
の
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
グ
、
ア
メ
リ
カ

の
サ
ン
ア
ン
ト
ニ
オ
等
に
、
熊
本
市
長

さ
ん
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
持
参
し
、
百
～

百
五
十
名
で
訪
問
し
、
健
康
マ
ラ
ソ
ン

の
普
及
と
国
際
親
善
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
様
な
先
輩
方
の
ご
努
力
や
武
勇

伝
、
語
録
に
つ
い
て
は
、
か
た
り
尽
く

し
ま
せ
ん
が
「
要
」
は
、
私
共
も
こ
の

歴
史
と
伝
統
あ
る
「
熊
本
走
ろ
う
会
」

を
更
に
発
展
さ
せ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

会
員
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
と
共
に
、
ご
来
賓
の
方
々

の
ご
支
援
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

本
日
は
四
十
五
周
年
で
す
。
大
い
に

盛
り
上
が
り
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

　

ご
来
賓
の
方
々
の
益
々
の
ご
活
躍

と
、
ご
列
席
の
皆
様
方
の
ご
健
勝
、
ご

多
幸
を
ご
祈
念
い
た
し
ま
す
。

　

本
日
の
ご
出
席
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

 
創
立
四
十
五
周
年

　
　
　
　
式
典
挨
拶

熊
本
走
ろ
う
会
会
長
　
　

　
　
　
　
　
　
藤
川
　
久
昭   

（
会
員
番
号
一
〇
一
四
）

新入会員よりのメッセージ
　この度、主人と走ろう会に入会させて頂く事になりました。よろしくお願いいたします。

　主人と私の仕事の関係で、早朝 5 時から、1 時間程度 5 日走っています。

今年は、熊本城マラソンに落選したので、はるかぜマラソンとイチゴマラソンのハーフにエントリー

していますが、私が菜の花マラソンで、右足首を故障したので、主人だけ走ります。3 月の天草パー

ルラインのハーフは、二人でエントリーしていますので、楽しく走りたいと思います。今後共、よろ

しくお願いいたします。（八郷一利、佳江さんご夫妻）
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新
年
三
社
参
り
ラ
ン

日　
　

時　

一
月
一
日
（
日
）　

集
合
場
所　

白
川
公
園

時　

間　

十
九
時
三
十
分
～

〈
参
加
者　

二
十
二
名
〉

荒
毛
義
則　

荒
毛
晴
子　

池
田
光
明

今
村
洋
一　

北
村
勇
次　

後
藤
晴
喜

後
藤
一
二　

斎
藤
睦
夫　

末
永
茂
朗

末
永
知
子　

鈴
木
三
雄　

田
川
昭
仁

田
川
公
子　

富
加
見
靖
夫　

長
溝
浩
二

長
嶺
弥
生　

平
野
政
輝　

藤
川
久
昭

本
田
敏
朗　

馬
宮
怜
子　

龍
理
恵
子

会
員
外
一
名

一
月　

新
年
走
り
始
め

　

Ｒ
Ｋ
Ｋ
女
子
駅
伝

　

練
習
会

日　

時　

一
月
十
五
日
（
日
）　
　
　

場　

所　

運
動
公
園
う
ま
か
な
・
よ
か

　
　
　
　

な
ス
タ
ジ
ア
ム

時　

間　

九
時
集
合

　

本
日
は
平
成
二
十
九
年
の
走
り
始

め
、
併
せ
て
Ｒ
Ｋ
Ｋ
女
子
駅
伝
の
練
習

会
で
す
。
例
年
の
ご
と
く
駅
伝
の
コ
ー

ス
を
一
周
し
た
あ
と
、
男
性
も
含
め
た

出
席
者
全
員
を
六
組
に
分
け
て
、
駅
伝

を
想
定
し
た　

た
す
き
リ
レ
ー
を
行
い

ま
し
た
。
抜
き
つ
抜
か
れ
つ
す
る
う
ち

に
皆
さ
ん
本
気
を
出
し
て
走
っ
て
い
ま

し
た
。

　

Ａ
組
は
三
年
連
続
九
位
、
惜
し
い
所

で
入
賞
を
逃
し
て
い
ま
す
。
今
年
の
大

会
も
楽
し
み
で
す
。
二
月
十
一
日
の
本

番
、
皆
さ
ん
の
応
援
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。
（
応
援
事
前
申
し
込
み
の

者
は
弁
当
を
用
意
し
ま
す
）　

（
今
村
）

　

〈
参
加
者　

四
十
三
名
〉

浅
野
美
智
子　

荒
毛
義
則　

荒
毛
晴
子

池
田
光
明　

石
松
文
代　

今
村
洋
一

上
田
正
明　

上
田
猶
子　

上
野　

陽

上
村
広
子　

大
下
伸
子　

甲
斐
達
也

北
村
勇
次　

後
藤
晴
喜　

小
牧
裕
子

小
牧
幸
治　

小
牧
陽
子　

坂
本
ひ
ろ
子

佐
藤
イ
ツ
子　

城　
　

丘　

末
永
茂
朗

末
永
知
子　

仙
波
論
子　

田
川
公
子

田
代
治
彦　

立
石
隆
城　

谷
口
ミ
ス
エ

田
山
ゆ
か　

土
田
通
彦　

寺
本
幸
子

成
田
浩
子　

東
園　

正　

平
井
ま
さ
み

平
野
政
輝　

平
野
明
美　

藤
川
久
昭

古
谷
誠
一　

本
田
光
行　

馬
宮
怜
子

宮
崎
博
明　

村
山　

巧　

山
口
真
紀
子

山
本
真
也　

山
本
一
麿　

山
本
須
美
子

山
本
博
司　

山
本　

恵

熊
本
城
マ
ラ
ソ
ン

　
　
　
　
　

練
習
会
②

日　
　

時　

一
月
二
十
九
日
（
日
）　

集
合
場
所　

水
道
町
大
甲
橋
際

コ 

ー 

ス　

熊
本
城
マ
ラ
ソ
ン
コ
ー
ス

時　
　

間　

９
時
ス
タ
ー
ト

　

熊
本
城
マ
ラ
ソ
ン
練
習
会
②
を
二
十

九
日
に
開
催
し
ま
し
た
。
午
後
か
ら
雨

と
の
天
気
予
報
に
心
配
し
ま
し
た
が
、

幸
い
に
ほ
と
ん
ど
雨
が
降
ら
ず
、
強
い

風
が
吹
く
こ
と
も
な
く
、
快
適
な
ラ
ン

ニ
ン
グ
日
和
で
し
た
。

　

参
加
者(

ラ
ン)

は
前
回
と
同
じ
四

十
四
名
、
毎
回
会
員
の
友
人
や
、
ホ
ー

ム
ぺ
ー
ジ
を
見
た
人
た
ち
か
ら
何
人
か

の
参
加
申
し
込
み
が
あ
る
の
で
す
が
、

こ
の
行
事
は
会
員
限
定
で
す
、
お
断
り

す
る
の
が
辛
い
思
い
で
し
た
。
参
加
者

が
多
く
て
不
慮
の
事
故
等
へ
の
対
応

や
、
サ
ポ
ー
ト
が
行
き
届
き
そ
う
に
な

い
こ
と
等
が
理
由
で
す
。
運
動
公
園
内

の
ス
ロ
ー
ロ
ン
グ
ラ
ン
な
ど
と
違
い
外

を
走
る
行
事
は
、
ス
タ
ッ
フ
一
同
、
大

変
緊
張
し
ま
す
。
今
回
は
転
ん
で
怪
我

を
す
る
人
も
な
く
、
パ
ト
カ
ー
に
注
意

を
受
け
る
こ
と
も
な
く
、
無
事
に
終
わ

り
ひ
と
安
心
で
し
た
。そ
れ
に
し
て
も
、

は
や
ば
や
と
救
護
車
を
利
用
す
る
人
が

い
た
り
、
途
中
コ
ー
ス
を
間
違
え
た
人

が
い
た
り
Ａ
班
の
ハ
イ
ペ
ー
ス
に
走
列

が
伸
び
て
、
給
水
、
給
食
が
間
に
合
わ

な
か
っ
た
り
と
、
反
省
事
項
が
尽
き
な

か
っ
た
よ
う
で
す
。

　

給
水
所
担
当
の
皆
さ
ん
は
、
今
回
も

大
忙
し
で
し
た
。
バ
ナ
ナ
、
ミ
カ
ン
、

パ
ン
、
飴
、
黒
棒
、
レ
ー
ズ
ン
入
り
黒

砂
糖
蒸
パ
ン
、
干
し
梅
入
り
氷
砂
糖
、

は
ち
み
つ
レ
モ
ン
、
か
ら
芋
リ
ン
ゴ
の

甘
煮
、
き
ゅ
う
り
の
即
席
漬
け
、
大
根

の
即
席
漬
け
、
摘
果
メ
ロ
ン
の
か
ら
し
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漬
け
、
メ
ロ
ン
瓜
の
み
そ
漬
け
、
お
に

ぎ
り
、
ゴ
マ
入
り
酢
飯
、
寒
ノ
リ
大
根

ニ
ン
ジ
ン
の
暖
か
い
味
噌
団
子
汁
、
な

ど
な
ど
、
早
朝
か
ら
用
意
を
し
て
頂
き

ま
し
た
。
あ
な
た
は
全
部
食
べ
ま
し
た

か
？
ま
た
新
港
通
り
の
コ
ー
ス
沿
い
に

住
み
、
地
域
の
顔
役
で
あ
る
上
妻
会
員

の
お
世
話
で
、
知
人
の
作
業
倉
庫
を
貸

し
て
い
た
だ
き
、
昼
食
時
間
帯
の
給
水

所
で
は
ゆ
っ
く
り
と
時
間
を
過
ご
す
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
大
変
有
難
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　

ゴ
ー
ル
予
定
の
監
物
台
植
物
園
前
が

工
事
中
だ
っ
た
た
め
、
博
物
館
前
を

ゴ
ー
ル
と
し
、
順
次
解
散
し
ま
し
た
。

最
後
尾
は
歩
い
た
り
、
少
し
ワ
ー
プ
を

し
た
人
も
い
た
よ
う
で
す
が
、
ほ
ぼ
全

員
が
四
〇
キ
ロ
程
度
を
無
事
に
完
走
し

ま
し
た
。
少
し
距
離
が
短
か
っ
た
せ
い

も
あ
っ
た
か
、
最
終
ラ
ン
ナ
ー
が
ゴ
ー

ル
し
た
の
は
、
前
回
よ
り
一
時
間
も
早

か
っ
た
よ
う
で
す
。

　

皆
さ
ん
素
晴
ら
し
い
ラ
ン
で
し
た
。

本
番
が
楽
し
み
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
今
村
）

〈
参
加
者　

四
十
四
名
〉

安
藤
早
俊　

池
田
光
明　

石
松
文
代

今
村
容
子　

浦
野
恵
子　

小
川
純
一

上
田
絵
理
香　

北
村
勇
次　

倉
岡
英
夫

小
牧
裕
子　

栗
駒
武
司　

古
賀
正
美

後
藤
晴
喜　

小
牧
陽
子　

坂
本
淳
一

坂
本
ひ
ろ
子　

末
永
茂
朗　

末
永
知
子

須
波
清
子　

仙
波
論
子　

武
石
雅
美

田
代
治
彦　

田
山
ゆ
か　

中
渡
祐
貴

長
嶺
弥
生　

成
田
浩
子　

平
井
ま
さ
み

東
園　

正　

布
田
尊
士　

本
田
敏
朗

松
本　

薫　

松
井
幹
尚　

馬
宮
怜
子

学　

宣
宏　

満
田
悦
幸　

三
原
賢
太

宮
崎
博
明　

山
口
真
紀
子　

山
田
五
男

山
田
ミ
チ
子　

山
本
真
也　

山
本
文
治

吉
次
雄
二　

龍
理
恵
子

〈
サ
ポ
ー
ト　

十
名
〉

今
村
洋
一　

上
田
正
明　

上
田
猶
子

上
妻
義
照 
斎
藤
チ
ズ
ヨ 

田
中
美
恵
子

谷
口
ミ
ス
エ　

寺
本
幸
子　

本
田
光
行

宮
崎
正
二

※
熊
本
城
マ
ラ
ソ
ン
練
習
会
の
反
省
と

今
後
の
対
応　
　
　
　

　

皆
さ
ん
か
ら
い
く
つ
か
の
問
題
提
起

が
あ
り
ま
し
た
。
今
後
の
練
習
会
に
活

か
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

Ｑ
一　

Ａ
班
、
Ｂ
班
に
分
け
た
の
に
ほ

と
ん
ど
バ
ラ
バ
ラ
で
あ
っ
た
。
意
味
が

あ
る
の
か
。

Ａ　

練
習
会
は
交
通
規
則
を
遵
守
し
、

歩
道
を
走
る
こ
と
に
な
り
ま
す
、
地
域

住
民
の
交
通
の
支
障
に
な
る
の
で
大
人

数
で
の
ラ
ン
ニ
ン
グ
は
し
な
い
よ
う
に

と
、
警
察
か
ら
も
指
導
を
受
け
て
い
ま

す
。
会
員
の
走
力
に
は
差
が
あ
る
の
で
、

Ａ
班
十
五
名
Ｂ
班
の
一
組
十
五
名
二
組

十
四
名
程
度
で
グ
ル
ー
プ
分
け
を
目
標

に
し
て
い
ま
し
た
が
、
今
回
バ
ラ
バ
ラ

に
な
り
す
ぎ
た
よ
う
で
す
。
練
習
会
は

競
争
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
基
本
的
に
は

団
体
走
を
お
願
い
し
ま
す
。

Ｑ
二　

後
半
、
何
回
か
給
水
、
給
食
が

間
に
合
わ
な
か
っ
た
。

Ａ　

今
回
Ｓ
Ａ
（
ス
ペ
シ
ャ
ル
Ａ
と
名

付
け
ま
し
た
）
の
ペ
ー
ス
が
想
定
よ
り

速
す
ぎ
た
た
め
、
走
列
が
伸
び
す
ぎ
て
、

間
に
合
わ
な
い
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
し

た
。
ご
め
ん
な
さ
い
。
給
水
車
は
二
台
、

ス
タ
ッ
フ
は
五
人
と
少
人
数
で
や
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
以
上
人
手
が
な
く
て
、

車
も
人
も
増
や
せ
ま
せ
ん
、
現
状
で
は

ど
う
し
て
も
遅
く
て
も
頑
張
っ
て
い
る

ラ
ン
ナ
ー
を
中
心
に
対
応
せ
ざ
る
を
得

ま
せ
ん
。
走
れ
な
い
人
、
走
ら
な
い
人

に
、
車
、
助
っ
人
を
お
願
い
し
ま
す
。

Ｑ
三　

コ
ー
ス
を
何
度
か
間
違
え
た
。

分
か
れ
道
で
は
誘
導
を
し
て
ほ
し
い
。

Ａ　

前
半
本
田
橋
の
右
折
、
あ
き
た
病

院
手
前
の
左
折
な
ど
で
は
、
リ
タ
イ
ヤ

し
て
歩
い
て
い
る
メ
ン
バ
ー
に
急
遽
お

願
い
を
し
て
、
何
か
所
か
は
誘
導
を
し

て
も
ら
い
ま
し
た
が
、
す
べ
て
の
分
か

れ
道
に
は
行
き
届
か
ず
、
ま
た
後
半
の

本
荘
の
右
折
、
長
六
橋
下
か
ら
泰
平
橋

の
白
川
沿
い
、
最
後
の
熊
本
城
周
辺
で

も
道
を
間
違
え
た
人
が
何
人
か
い
た
よ

う
で
す
。
荷
物
運
搬
を
兼
ね
た
救
護
車

三
台
、
運
転
手
三
人
で
は
と
て
も
対
応

で
き
ま
せ
ん
し
、
リ
タ
イ
ヤ
す
る
人
を

当
て
に
は
で
き
ま
せ
ん
。
①
走
れ
な
い
、

走
ら
な
い
人
達
に
参
加
し
て
い
た
だ
き

誘
導
を
お
願
い
す
る
。
②
分
か
れ
道
の

詳
細
の
地
図
を
作
る
。
③
不
安
な
人
は

事
前
に
コ
ー
ス
の
下
見
を
す
る
。等
々
、

検
討
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
気
づ

い
た
件
が
あ
れ
ば
提
案
を
お
願
い
し
ま

す
。

　

次
回
は
み
ん
な
で
工
夫
を
し
ま

し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(

今
村)
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熊
本
走
ろ
う
会
に
入
会
し
て

　

昨
年
四
月
に
入
会
し
て
、
早
い
も
の

で
や
が
て
一
年
に
な
り
ま
す
。

　

入
会
し
た
動
機
は
小
牧
さ
ん
の
紹
介

で
す
。
以
前
、
八
代
で
行
な
わ
れ
た
「
ひ

な
祭
り
女
子
駅
伝
大
会
」
に
ピ
ン
チ

ヒ
ッ
タ
ー
で
参
加
し
た
の
が
き
っ
か
け

で
す
。

　

ま
だ
入
会
し
て
、
走
ろ
う
会
と
し
て

は
大
会
に
貢
献
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
練

習
会
に
は
参
加
出
来
る
時
は
参
加
し
て

い
ま
す
。
Ｒ
Ｋ
Ｋ
女
子
駅
伝
に
は
貢
献

し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。な
ぜ
な
ら
、

若
い
時
に
優
勝
し
た
か
ら
で
す
。
走
ろ

う
会
と
し
て
も
入
賞
し
た
い
で
す
。

　

今
ま
で
は
一
人
で
練
習
す
る
か
、
夫

が
仕
事
の
休
み
の
時
に
一
緒
に
走
る
ぐ

ら
い
で
し
た
。
で
も
、
走
ろ
う
会
に
参

加
す
る
事
に
よ
り
、
同
じ
走
る
仲
間
の

人
と
走
る
事
で
楽
刺
激
に
な
り
し
く
参

加
し
て
い
ま
す
。
ま
た
走
る
大
会
の
情

報
も
入
り
ま
す
。
一
人
で
の
練
習
は
甘

え
が
出
る
し
、
皆
さ
ん
と
走
る
と
パ

ワ
ー
も
貰
え
る
し
、
刺
激
に
な
り
意
欲

も
出
ま
す
。

　

陸
上
歴
は
長
い
の
で
す
が
、
長
い
距

離
は
少
な
く
、
一
〇
〇
キ
ロ
２
回
、
フ

ル
マ
ラ
ソ
ン
７
回
で
す
。

「
遅
い
あ
な
た
が
主
役
」
健
康
で
い
つ

ま
で
も
長
く
走
れ
た
ら
い
い
と
感
じ
て

い
ま
す
。
走
ろ
う
会
の
赤
い
Ｔ
シ
ャ
ツ

は
す
ご
く
目
立
ち
ま
す
。

　

誇
り
を
持
ち
、
色
々
な
大
会
に
着
て

は
し
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
小
牧
裕
子

さ
ん
、
石
松
文
代
さ
ん
と
、
師
匠
が
お

ら
れ
ま
す
。
先
輩
を
見
習
っ
て
、
こ
れ

か
ら
も
頑
張
っ
て
走
り
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

皆
さ
ん
よ
ろ
し
く
御
指
導
お
願
い
し

ま
す
。
後
、
目
標
に
ホ
ノ
ル
ル
マ
ラ
ソ

ン
に
も
挑
戦
し
た
い
。

　

運
動
音
痴
の
私
た
ち
夫
婦
は
、
今
ま

で
に
積
極
的
に
歩
く
こ
と
す
ら
し
ま
せ

ん
で
し
た
。
体
重
も
増
え
、
こ
の
ま
ま

で
は
い
け
な
い
と
思
っ
て
い
て
も
、
行

動
に
移
せ
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
時
、

運
良
く
（
？
）
友
達
の
浅
井
さ
ん
か
ら

誘
わ
れ
、参
加
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

最
初
は
、
足
の
弱
い
人
が
杖
を
つ
き
、

歩
く
練
習
の
運
動
と
思
っ
て
い
ま
し

た
。
と
こ
ろ
が
、
参
加
し
て
、
練
習
を

す
る
と
、
右
手
の
ス
テ
ィ
ッ
ク
と
右
足

を
一
緒
に
出
し
た
り
し
て
、
歩
く
こ
と

さ
え
難
し
く
四
苦
八
苦
し
て
練
習
し
ま

し
た
。
あ
ま
り
に
一
生
懸
命
や
っ
た
の

で
、
あ
く
る
日
は
手
と
足
が
痛
く
な
り

ま
し
た
。
２
回
目
・
３
回
目
と
重
ね
る

う
ち
に
、
上
手
に
ス
テ
ィ
ッ
ク
を
使
っ

て
歩
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

２
段
階
目
は
、
ス
テ
ィ
ッ
ク
を
後
ろ

へ
押
す
よ
う
に
使
っ
て
、
歩
き
が
早
く

な
り
ま
し
た
。
寒
い
日
も
す
ぐ
暖
か
く

な
り
、
服
を
脱
ぐ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
歩
く
の
が
軽
く
な
り
ま
し

た
。
講
師
を
さ
れ
て
い
る
運
動
公
園
常

駐
の
ミ
ズ
ノ
の
講
師
の
先
生
か
ら
、「
姿

勢
が
良
い
で
す
よ
。
そ
の
調
子
で
歩
い

て
！
」
と
褒
め
ら
れ
、
そ
の
気
に
な
っ

て
、
夫
婦
で
楽
し
く
歩
く
こ
と
が
で
き

て
い
ま
す
。
ま
た
、
腕
の
振
袖
が
小
袖

に
、
脚
や
体
幹
が
強
く
な
る
と
聞
い
て
、

参
加
の
楽
し
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

２
月
で
講
習
会
は
終
わ
り
と
い
う
こ

と
で
す
が
、
機
会
が
あ
れ
ば
、
こ
れ
か

ら
も
参
加
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

新
シ
リ
ー
ズ
第
五
十
七
回

  
ざ
っ
く
ば
ラ
ン

浦
野
　
恵
子

（
会
員
番
号
一
六
三
〇
）

 

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

講
習
会
に
参
加
し
て

　
　
　
　
　
工
藤
　
美
智
子

（
会
員
番
号
　
　
　
　
）
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２
０
回
大
会
よ
り
、
妹
美
保
夫
婦
、

柴
田
夫
妻
、
馬
宮
さ
ん
他
（
妻
は
２
１

回
よ
り
２
４
回
ま
で
参
加
し
て
俺
よ
り

早
か
っ
た
）
長
男
も
今
回
ま
で
に
１
回

出
場
、
俺
は
１
４
回
出
場
し
、
２
回
途

中
リ
タ
イ
ア
。
間
に
膝
の
怪
我
等
で
フ

ル
は
走
れ
ず
、
今
回
で
１
２
回
な
ん
と

か
時
間
内
に
完
走
で
き
ま
し
た
。

　

２
１
回
大
会
よ
り
、
前
日
は
、
、
柴

田
さ
ん
、
妹
夫
妻
他
数
台
で
車
内
泊
で

し
た
。
以
降
テ
ン
ト
使
用
。
前
日
、
み

ん
な
で
焼
肉
会
で
、
飲
み
食
い
で
楽
し

く
賑
や
か
に
過
ご
し
、
大
会
に
走
っ
て

い
ま
し
た
。
６
年
前
よ
り
、
義
母
、
孫

と
同
行
参
加
（
ホ
テ
ル
に
２
泊
）
当
初

大
会
参
加
の
行
動
を
思
い
出
し
、
懐
か

し
く
思
い
ま
す
。
「
柴
田
さ
ん
、
奥
様

共
お
元
気
で
す
か
？
」

　

３
６
回
大
会
は
、
前
日
小
雨
。
当
日

は
雨
（
本
降
り
）
岩
崎
ホ
テ
ル
バ
ス
で

会
場
入
り
。
着
（
７
時
３
５
分
）
体
育

館
内
の
荷
物
置
き
場
（
階
段
、
踊
り
場
、

館
内
は
中
央
の
み
）
ス
ペ
ー
ス
な
し
。

｛
大
会
事
務
局
に
尋
ね
る
。
２
ヶ
所
有

る
が
、
雨
の
為
満
状
態
と
の
事
｝
自
販

機
ス
ペ
ー
ス
で
着
替
え
る
。
（
１
５
人

程
）
ビ
ニ
敷
き
、
横
等
に
置
く
。

　

８
時
２
０
分
よ
り
、
菜
の
花
館
（
ス

タ
ー
ト
場
所
）
雨
降
り
、
並
ぶ
。
開
会

式
に
参
加
。
ス
タ
ー
ト
号
砲
後
、
雨
小

降
り
～
止
み
（
気
温
１
９
度
、
放
送
有

り
）

　

１
５
、
１
７
０
名
程
参
加
。
２
キ
ロ

通
過
時
、
日
が
差
し
込
み
暑
く
な
っ
て

き
た
。
帽
子
よ
り
汗
が
流
れ
落
ち
る
。

給
水
所
が
遠
く
感
じ
た
。
上
り
坂
で
は
、

歩
く
人
多
く
前
に
行
く
の
に
苦
労
し

た
。
１
０
キ
ロ
を
１
、
５
時
間
で
２
５

キ
ロ
を
３
、
２
時
間
か
か
っ
た
。
鉄
工

所
前
で
焼
肉
を
食
べ
て
、
急
坂
を
下
り
、

歩
い
て
上
る
。
携
帯
を
首
よ
り
下
げ
て

い
た
。
タ
コ
山
を
撮
る
為
、
胸
よ
り
出

し
た
と
こ
ろ
、
壊
れ
て
い
た
。
（
汗
ぬ

れ
）
３
０
キ
ロ
エ
イ
ド
で
腹
ご
し
ら
え

後
走
り
出
す
。
坂
を
下
り
で
、
左
足
小

指
、
腰
痛
が
出
た
。
（
予
定
時
間
は
あ

き
ら
め
る
）
ゆ
っ
く
り
下
る
。
山
川
港

に
出
る
。
右
折
し
、
Ｊ
Ｒ
山
川
駅
通
過
、

３
７
キ
ロ
地
点
で
右
モ
モ
に
激
痛
、
薬

塗
り
休
憩
。
番
所
園
跡
の
上
り
坂
手
前

で
、
２
回
目
激
痛
を
起
こ
し
、
休
憩
後

歩
い
て
ゴ
ー
ル
し
ま
し
た
。
疲
れ
ま
し

た
。
例
年
の
予
想
で
、
上
下
共
防
寒
仕

様
の
服
装
で
挑
み
、
予
想
外
の
気
候
で

（
南
国
特
有
か
な
）
失
敗
し
ま
し
た
。

ゴ
ー
ル
後
、
そ
ば
と
に
ぎ
り
飯
を
食
べ

て
い
る
時
、
妻
よ
り
「
会
場
で
古
谷
さ

ん
と
会
っ
た
」
と
聞
い
て
思
い
だ
す
。

以
前
、
怪
我
状
態
で
大
会
に
出
場
、
古

谷
さ
ん
よ
り
「
フ
ル
を
ナ
メ
ル
な
」
と

の
言
葉
を
。

　

今
回
は
、
妹
も
仕
事
の
都
合
で
出
場

出
来
な
か
っ
た
。
次
回
大
会
は
、
怪
我

を
完
治
し
て
挑
戦
し
ま
す
。

　

平
成
二
十
八
年
十
二
月
二
十
三
日
の

天
皇
誕
生
日
祝
日
、
熊
本
走
ろ
う
会
の

忘
年
マ
ラ
ソ
ン
終
了
後
は
城
の
湯
で
忘

年
会
と
い
う
楽
し
い
は
ず
の
日
に
、
私

は
転
倒
し
て
顔
面
を
負
傷
す
る
と
い
う

惨
事
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
。

　

朝
九
時
前
、
熊
本
城
二
の
丸
公
園
を

出
発
、
琴
平
神
社
を
回
っ
て
、
泰
平
橋

の
左
岸
堤
防
を
走
り
、
橋
の
手
前
で
少

し
上
り
坂
に
な
っ
て
い
る
所
で
、
み
ん

な
よ
り
少
し
遅
れ
て
い
た
の
で
急
い
で

い
た
と
こ
ろ
が
、
足
元
の
デ
コ
ボ
コ
に

つ
ま
ず
い
て
顔
面
を
負
傷
し
ま
し
た
。

両
手
は
つ
い
た
も
の
の
、
上
方
の
前
歯

二
本
が
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
に
擦
ら
れ
、「
ガ

リ
ガ
リ
～
メ
キ
メ
キ
」
と
音
を
立
て
て

口
腔
内
に
折
れ
込
み
ま
し
た
。
鼻
は
へ

し
曲
り
、
顔
面
は
傷
で
血
だ
ら
け
に
な

り
ま
し
た
。
み
ん
な
心
配
し
駆
け
寄
っ

て
く
れ
、
ど
な
た
か
が
救
急
車
を
呼
ん

で
下
さ
い
ま
し
た
。
私
は
一
番
に
歯
が

気
に
な
っ
た
の
で
、
「
か
か
り
つ
け
の

歯
科
医
院
に
先
ず
行
き
た
い
、
フ
ガ
フ

ガ
…
」
と
言
っ
た
の
で
す
が
、
聞
き
入

れ
て
く
れ
ず
に
済
生
会
病
院
に
運
ば
れ

ま
し
た
。
幸
い
な
こ
と
に
脳
外
科
の
先

生
が
当
番
医
で
、
頭
部
の
Ｃ
Ｔ
を
撮
り
、

頭
蓋
内
に
は
異
常
な
く
、
鼻
骨
骨
折
と

上
の
門
歯
二
本
の
付
け
根
の
歯
槽
骨
の

骨
折
が
あ
る
こ
と
が
分
か
り
、
口
腔
外

科
へ
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
わ

れ
、
休
日
緊
急
な
ら
黒
髪
の
伊
東
口
腔

外
科
病
院
か
大
学
病
院
を
提
示
さ
れ
ま

し
た
。
迷
わ
ず
「
伊
東
口
腔
外
科
に
行

  
い
ぶ
す
き

　
菜
の
花
マ
ラ
ソ
ン

廣
田
　
康
秀
　   

（
会
員
番
号
一
四
二
一
）

 

走
友
に
感
謝

―
顔
面
負
傷
顛
末
記
―

相
談
役
　
出
田
秀
尚

（
会
員
番
号
一
二
二
〇
）
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く
！
」
と
答
え
ま
し
た
。
こ
こ
の
対
応

も
素
晴
ら
し
く
迅
速
適
切
で
、
折
れ
て

砕
け
た
骨
を
元
に
整
復
し
、
や
っ
と
口

が
閉
じ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
十

時
ご
ろ
に
負
傷
し
、
二
時
ご
ろ
に
は
口

が
治
り
、
夕
方
に
は
熊
本
機
能
病
院
の

救
急
外
来
で
、
顔
面
や
口
唇
の
挫
創
を

い
く
つ
も
縫
合
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

ヘ
シ
ャ
ゲ
た
鼻
は
五
日
後
の
十
二
月

二
十
八
日
に
入
院
し
て
全
身
麻
酔
で
整

復
し
て
も
ら
い
、
前
に
も
増
し
て
立
派

な
形
に
整
え
ら
れ
ま
し
た
。
正
月
は
三

日
ま
で
新
築
の
東
向
き
の
病
棟
で
、
九

州
の
脊
梁
を
毎
日
眺
め
な
が
ら
、
数
十

年
ぶ
り
に
静
か
に
ゆ
っ
た
り
と
し
た
正

月
を
過
ご
し
ま
し
た
。
元
旦
は
快
晴
、

見
事
な
初
日
。
三
句
な
ら
ず
や
四
句
も

ス
ラ
ス
ラ
と
浮
か
び
ま
し
た
。
「
初
日

の
出　

一
度
な
ら
ず
や　

二
度
拝
む
」
，

「
初
日
の
出　

拝
む
わ
が
身
に　

父
重

ね
」
，
「
い
に
し
え
の　

人
も
拝
む
や　

初
日
の
出
」
，
「
病
院
の　

窓
に
歓
声　

初
日
の
出
」
。

　

あ
れ
だ
け
の
負
傷
で
あ
り
な
が
ら
、

ほ
ぼ
三
週
間
で
復
帰
し
、
ジ
ョ
ギ
ン
グ

も
ト
ボ
ト
ボ
で
は
あ
る
が
、
再
開
出
来

た
の
は
、
ハ
シ
ゴ
し
た
三
軒
の
救
急
病

院
対
応
が
、
い
ず
れ
も
迅
速
で
適
切
で

あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
熊

本
は
医
療
の
レ
ベ
ル
が
、
本
当
に
高
い

と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
も
し
一
人
で

走
っ
て
い
て
転
ん
だ
ら
ど
う
な
っ
て
い

た
だ
ろ
う
か
。
今
回
は
、
み
ん
な
走
り

を
止
め
て
私
を
取
り
囲
み
、
優
し
い
オ

バ
チ
ャ
ン
達
の
手
が
伸
び
て
き
て
血
を

ぬ
ぐ
っ
て
く
れ
た
り
、
男
性
諸
氏
は
救

急
車
を
呼
ん
で
運
ん
で
く
れ
た
り
し
て

下
さ
い
ま
し
た
。
熊
本
走
ろ
う
会
の
走

友
と
一
緒
で
あ
っ
た
の
が
、
唯
一
、
不

幸
中
の
幸
で
、
皆
さ
ん
の
優
し
さ
が
快

癒
の
要
因
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
「
み

な
さ
ん
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
！
」
。
当
日
は
城
の
湯
の
忘
年

会
で
楽
し
み
に
し
て
い
た
ビ
ー
ル
が
飲

め
な
か
っ
た
の
が
、
返
す
返
す
も
残
念

で
し
た
。
し
か
し
一
月
二
十
二
日
、
ホ

テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
で
開
催
さ
れ
た

二
十
九
年
度
の
総
会
及
び
創
立
四
十
五

周
年
記
念
式
典
で
は
、
心
配
し
て
下

さ
っ
た
多
く
の
人
に
お
会
い
し
、
お
い

し
い
お
酒
を
皆
さ
ん
と
共
に
、
味
わ
う

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
皆
さ
ん
の
温
か

い
友
情
に
、
重
ね
重
ね
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

会 費 納 入 者
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1 月 31 日まで

浅野美智子　　　赤星　廣光　　　荒毛　義則　　　荒毛　晴子　　　浅井美栄子　　　出井　昇　

出田　秀尚　　　石坂　勝嗣　　　今村　洋一　　　池田　光明　　　今村　容子　　　有働　澄子

上村　賢二　　　上村　広子　　　上田　正明　　　上田　猶子　　　魚住　稔　　　　上野　陽　

江口　美次　　　江口美智代　　　江藤　寛文　　　太田黒義幸　　　大塚　宏之　　　緒方　竜彦

川口　節子　　　甲斐　達也　　　甲斐　道夫　　　川上　忠明　　　川上　文子　　　木下　文洋

木下　禮子　　　来海秀次郎　　　来海　艶子　　　木山　胖　　　　釘島　京平　　　倉岡　英夫

後藤　一二　　　後藤　京子　　　小牧　裕子　　　上妻　義照　　　坂口　春巳　　　酒井　勇　

澤村　虎喜　　　斎藤　一義　　　佐藤イツ子　　　斎藤　睦夫　　　坂本健一郎　　　斎藤チズヨ

城　憲二　　　　城野　熙　　　　城　丘　　　　　杉浦　登　　　　杉浦　照子　　　鈴木　三雄

杉本　宏伸　　　末永　晶子　　　末永　茂郎　　　末永　知子　　　須波　清子　　　関原　光男

田川　昭仁　　　田川　公子　　　立石　隆城　　　高島　俊夫　　　田代　治彦　　　田村　邦夫

田村としよ　　　田山　ゆか　　　谷口ミスヱ　　　塚本ヒサ子　　　鶴田　淳一　　　土田　道彦

寺本　幸子　　　富加見靖男　　　栂尾　勝征　　　永塩シズ子　　　長溝　浩二　　　長溝久美子

中園　末夫　　　長迫　敏春　　　長迫登志子　　　西　政之　　　　野中　伸也　　　秦　俊一　
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1
5
8
8

本
田

　
敏

朗
6
2

1
3

9
1

1
2
5
＞

6
3
6
2

3
6
2

2
2
,2

8
3

1
4
3
4

金
城

　
永

治
5
9

2
9

2
9

0
0

1
1
＜

2
0

1
0
8

1
0
8

3
1
,7

1
7

1
4
4
9

山
本

   　
恵

5
9

1
0

1
5

1
2

1
7
＞

1
4

2
9
2

2
9
2

1
2
,1

4
3

1
4
4
6

出
端

　
文

男
5
8

2
4

3
3

3
8

1
1
＞

2
0

2
7
5

2
7
5

3
3
,7

8
0

1
5
0
3

佐
藤

　
絹

代
5
7

5
1
7

0
2

2
4
＞

7
2
0
7

2
0
7

1
0
,0

6
8

1
1
9
4

石
松

　
文

代
5
6

2
5

1
8

0
6

7
＜

2
3

1
1
5

1
1
5

3
2
,9

5
8

1
2
6
8

荒
毛

　
晴

子
5
6

2
2

2
5

0
0

1
8
＞

1
3

1
8
6

1
8
6

5
3
,3

2
4

1
5
0
5

山
名

　
慎

一
5
3

7
2
1

3
1
6

2
＜

2
9

2
8

2
8

1
7
,6

5
7

1
5
4
5

緒
方

　
竜

彦
5
2

9
7

0
0

2
6
＞

5
2
4
1

2
4
1

2
8
,0

3
2

1
4
9
7

小
寺

　
康

仁
4
5

5
8

0
0

ー
ー

ー
6
,1

9
6

〇〇○〇

担
当

者
倉

岡
英

夫

電
話

，
Ｆ

Ａ
Ｘ

０
９

６
－

３
６

８
－

８
６

３
９

携
　

　
帯

０
９

０
－

４
３

４
６

－
２

２
９

７

住
　

　
所

〒
　

8
6
1
－

2
1
0
3

熊
本

市
東

区
若

葉
５

丁
目

２
－

７
４

会
員

Ｎ
Ｏ

　
氏

　
　

名
年

齢
走

歴

１
か

月
ぶ

り
の

Ｒ
Ａ

Ｎ
は

、
気

持
ち

よ
か

っ
た

。
初

心
に

戻
れ

ま
し

た
。

今
月

は
熊

本
城

マ
ラ

ソ
ン

、
他

人
と

比
較

せ
ず

、
自

分
の

ペ
ー

ス
で

精
一

杯
頑

張
り

ま
す

。

　
　

　
ち

ょ
っ

と
一

言
、

反
省

と
希

望
を

込
め

て
フ

ル
マ

ラ
ソ

ン

５
０

ｋ
ラ

ン
月

間
勝

敗
月

間
走

行
ｋ
ｍ

年
間

走
行

ｋ
ｍ

生
涯

走
行

ｋ
ｍ

〇
内

の
数

字
は

当
月

走
っ

た
分

の
回

数
を

表
し

ま
す

。

期
日

ま
で

に
着

信
な

し

１
月

に
し

て
は

良
く
走

れ
た

が
、

あ
ん

ま
り

結
果

は
期

待
で

き
な

い
か

も
。

頑
張

る
の

み
。

寒
さ

に
負

け
ず

頑
張

ろ
う

。

　
担

当
者

の
連

絡
先

は
下

記
の

通
り

で
す

。
締

切
り

（
毎

月
５

日
）
を

厳
守

し
て

く
だ

さ
い

。

　
こ

の
欄

へ
の

参
加

者
を

募
集

し
て

い
ま

す
。

１
月

は
体

調
不

良
（
飲

み
す

ぎ
）
で

、
走

れ
ず

。
天

草
ロ

ー
ド

レ
ー

ス
１

０
キ

ロ
は

ヒ
ー

ヒ
ー

で
し

た
。

　
風

邪
を

ひ
い

て
、

体
調

を
崩

し
て

い
る

人
が

多
い

よ
う

で
す

。
走

っ
た

後
は

、
汗

を
拭

い
て

、
冷

え
込

ま
な

い
よ

う
に

十
分

注
意

し
ま

し
ょ

う
。

も
ち

ろ
ん

手
洗

い
、

う
が

い
を

忘
れ

ず
に

。

　
数

字
に

誤
り

が
あ

っ
た

ら
、

担
当

者
に

連
絡

し
て

く
だ

さ
い

。

１
０

キ
ロ

２
大

会
参

加
、

倉
岳

は
雨

風
、

参
加

賞
の

鯛
を

お
い

し
く
頂

き
ま

し
た

。
新

和
町

は
最

後
の

大
会

。

頑
張

ろ
う

熊
本

、
復

興
の

足
音

が
少

し
ず

つ
聞

こ
え

て
き

た
。

長
い

距
離

を
走

る
時

間
が

と
れ

ま
せ

ん
。

　
メ

ー
ル

ア
ド

レ
ス

　
u
f8

n
x7

@
bm

a.biglo
be

.n
e
.jp

１
０

０
ｋ
ラ

ン

正
月

太
り

が
、

な
か

な
か

戻
り

ま
せ

ん
.。

【
体

重
増

加
は

簡
単

で
す

が
、

減
少

は
難

し
い

で
す

ね
】

熊
本

城
マ

ラ
ソ

ン
練

習
会

楽
し

く
走

り
ま

し
た

。
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
の

皆
様

に
感

謝
し

ま
す

。

あ
ま

り
走

れ
ま

せ
ん

で
し

た
。

月
間

、
全

日
完

走
で

き
ま

し
た

。
良

い
感

じ
で

す
。

【
素

晴
ら

し
い

走
り

込
み

で
す

ね
】

今
年

は
還

暦
で

す
！

パ
ワ

ー
ア

ッ
プ

す
る

ぞ
。

【
ま

だ
ま

だ
、

こ
れ

か
ら

で
す

ね
】

熊
本

城
マ

ラ
ソ

ン
４

年
連

続
落

選
！

試
走

会
で

走
っ

た
気

分
。

【
同

情
し

ま
す

】

今
年

こ
そ

、
何

か
目

標
を

持
っ

て
走

り
た

い
と

思
い

ま
す

。
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投
句
順

★　

四
方
寄
町　
　

城　

憲
二

わ
ー
い
さ
ぎ　

ま
だ
走
る
ば
い
白
寿
ま
で

懐
か
し
さ　
　

走
友
と
会
う
総
会
日

前
向
き　
　
　

初
乗
り
値
下
げ
よ
か
ご
た
る

★　

不
知
火　
　
　

松
村　

鉄
庵

わ
ー
い
さ
ぎ　

お
初
て
ん
て
ん
ル
イ
ビ
ト
ン

懐
か
し
さ　
　

オ
バ
マ
８
年
波
静
か

前
向
き　
　
　

新
築
す
る
ぞ
ま
ず
ポ
チ
の

★　

合
志
市　
　
　

長
廣　

健
治

わ
ー
い
さ
ぎ　

ト
ラ
ン
プ
が
ま
た
ご
ね
出
ァ
た

懐
か
し
さ　
　

還
暦
過
ぎ
た
ク
ラ
ス
会

前
向
き　
　
　

胸
を
開
い
て
レ
ン
ト
ゲ
ン

★　

九
品
寺　
　
　

杉
浦　

照
子

わ
ー
い
さ
ぎ　

う
捨
て
る
服
の
多
か
こ
つ

懐
か
し
さ　
　

成
績
表
が
見
つ
か
っ
た

前
向
き　
　
　

す
べ
て
気
持
ち
は
持
ち
直
し

★　

甲
佐
町　
　
　

坂
本　

鮎
健

わ
ー
い
さ
ぎ　

フ
ン
ド
シ
で
す
る
寒
修
行

懐
か
し
さ　
　

若
い
時
代
の
古
写
真

前
向
き　
　
　

若
き
二
人
は
過
去
捨
て
て

★　

世
安
町　
　
　

山
本　

夢
太
郎

わ
ー
い
さ
ぎ　

好
き
な
ビ
ー
ル
も
飲
ま
ん
て
な

懐
か
し
さ　
　

ま
だ
黒
電
話
使
い
よ
る

前
向
き　
　
　

走
っ
た
距
離
は
後
ろ
む
き

★　

世
安
町　
　
　

山
本　

笑
恵

わ
ー
い
さ
ぎ　

二
千
万
円
寄
付
さ
し
た

懐
か
し
さ　
　

ま
あ
だ
毛
の
あ
る
若
か
頃

前
向
き　
　
　

な
ん
だ
か
先
が
見
え
て
き
た

★　

黒
髪　
　
　
　

塚
本
ヒ
サ
コ

わ
ー
い
さ
ぎ　

前
に
出
る
ほ
ど
意
気
の
良
さ

懐
か
し
さ　
　

嫌
な
思
い
は
隠
し
と
く

前
向
き　
　
　

ま
だ
せ
な
ん
事
多
く
あ
る

★　

益
城
町　
　
　

土
田　

麓
山

わ
ー
い
さ
ぎ　

た
っ
た
ひ
と
り
で
勇
ま
し
か

懐
か
し
さ　
　

こ
ぎ
ゃ
ん
こ
つ
ま
で
あ
っ
た
か
い

前
向
き　
　
　

あ
と
は
知
ら
ん
が
こ
れ
で
よ
か

★　

戸
島
西　
　
　

微
酒
Ｒ
Ｕ
Ｎ

わ
ー
い
さ
ぎ　

オ
レ
オ
レ
電
話
息
子
な
し

懐
か
し
さ　
　

べ
ろ
が
ま
っ
赤
な
こ
の
お
菓
子

前
向
き　
　
　

ト
イ
レ
貼
る
修
造
こ
よ
み

★　

大
江　
　
　
　

堀
田　

香
露

わ
ー
い
さ
ぎ　

煮
豆
は
ま
る
で
リ
ス
の
糞

懐
か
し
さ　
　

ア
ル
バ
ム
も
も
う
セ
ピ
ア
色

前
向
き　
　
　

う
っ
立
っ
て
街
に
出
て
見
ゅ
う

◎
キ
ン
キ
ら
陽
子
さ
ん
が
復
帰
さ
れ
ま
し
た

★　

国
府　
　
　
　

田
中　

陽
子

わ
ー
い
さ
ぎ　

ぎ
ゃ
ー
ん
ぐ
っ
さ
り
喰
わ
る
る
か

懐
か
し
さ　
　

家
財
道
具
に
涙
す
る

前
向
き　
　
　

捨
て
た
男
に
ゃ
目
も
く
れ
ん

★　

下
南
部　
　
　

田
川　

昭
仁

わ
ー
い
さ
ぎ　

食
べ
放
題
で
助
か
っ
た

懐
か
し
さ　
　

白
髪
と
禿
げ
の
ク
ラ
ス
会

前
向
き　
　
　

狂
句
で
頭
使
い
よ
る

★　

下
南
部　
　
　

田
川　

公
女

わ
ー
い
さ
ぎ　

五
輪
に
繋
ぐ
世
界
新

懐
か
し
さ　
　

面
影
残
す
顔
ば
か
り

前
向
き　
　
　

百
歳
ま
で
の
設
計
図

で
は
四
月
号
の
課
題
（
笠
）
で
す

①
道
す
が
ら

②
無
口
な
人

③
よ
か
コ
ー
ス

ハ
ガ
キ
に
【
各
笠
１
句
】
書
い
て
三
月
七
日
（
火
）

ま
で
左
記
へ
郵
送
し
て
下
さ
い
。

東
区
下
南
部
三
丁
目
五

－

一
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スマートフォンの

使い方がわからな

いわ。 

毎月の料金を安く

するにはどうした

らいいかしら。 

会員番号１４４７ 

株式会社ハイコム 

代表取締役 甲斐 達也 

使い方はいつでも丁寧

に ご 説 明 い た し ま

す！！ 

最適な料金プランもわ

かりやすくご案内いた

します！！ 

はじめての携帯電話 かんたんケータイ 

スマートフォン 料金診断 
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熊本市中央区新屋敷１－１４－３０

熊本市中央区下通

藤川　久昭
http://kumamotohashiroukai.com/


